
- 1 - 

令和２年まちづくり懇談会 顛末書 

 

開催日時 令和 2年 1月 17日（金）19:00 ～ 20:43 

会  場 東静内会館 

自治会名 東静内連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

村岡企画課主幹、田中企画課主事 14人 

【自治会側】 

20人（男性 13人、女性 7人）のほか町議会議員 2人、報道 1人 

 

≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 村岡企画課主幹 19:00～ 

自治会長挨拶 東静内連合自治会長 

 自治会の皆さん、今日はお集まりいただきありがとうございます。 

 お忙しい中職員の方々もお出でいただき、今日はたくさん話そうと思ってきま

したけど、先に釘をさされましたので優しく行こうと思います。よろしくお願い

します。 

町長挨拶 大野町長 

 令和 2 年最初のまちづくり懇談会でございまして、まだ職員は慣れておりませ

んのでお手柔らかにお願いしたいと思います。 

 ここ 1日、2日のニュースを見ますと大阪の大地震から 25年経ち、今でもテレ

ビの映像が思い出させます。こんなことがあるのか、高速道路がこんなになるの

かと 25年も経ったのだと思っています。 

 昨年はこの町で大きな災害が無かったところでございますが、いつ災害が来る

かわかりません。この地区は海に面しておりますので、皆さま方が力を合わせな

がら、常日頃からご近所付き合いをして自分の身を守っていただきたい。私ども

も一生懸命やりたいと思っておりますけれども、まずそこが大事だと思いますの

で、まちづくり懇談会の挨拶というよりは私の常日頃の思いを話させていただき

ました。今日は役場から 3 点お話しさせていただきます。ざっくばらんにご意見

を賜りたいと思いますのでどうぞよろしくお願いします。 

職員紹介 村岡企画課主幹 
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資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会長 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 
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自治会員Ａ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 介護サービスの関係について、静寿園、蓬莱荘、まきばのベッド数と入所者の

数はどのくらいか。結構空いていると聞いているが申し込んでもなかなか入れな

い。介護する職員の数が足りないのか。目指す方向として民間に委託するとなれ

ば、働く人が大変ではないか。民間になると大変ではないか。1人の職員が何人の

入所者を介護するようになっているのか。 

 

 介護施設の概要ですが、静寿園は 120 床ありまして 120 人入所しております。

蓬莱荘は 50 人になっております。まきばは 50 人が定員になっております。静寿

園と蓬莱荘は、現在、定員にほぼ近いだけの入所者が実際に入っています。ただ

し、入院などで一時的に病院に行かれている方がおりますので、その分は空いて

いる状況であります。 

 ご心配されている施設の稼働率ですが、平成 30 年度で言いますと静寿園で 120

床に対して 96.5％入所しているところでございます。蓬莱荘では 90.4％、まきば

は 87％で、基本的に施設はほぼ満床で稼働していますが、民間だと稼働率が高く

なっている状況でありまして、退所して次の方が入所するまでの期間は、行政側

がやっていると長くなっているという傾向がございますので、この辺りのノウハ

ウを活かしてなるべく空けないよう、待機者も相当数おりますのでできるだけ早

期に入所できるような仕組みを民間のノウハウで行いたいと考えています。 

 職員の関係は、基本的には入所者 3に対し職員が 1と言われており、120人の定

員に対して 40人が基準となります。ただし、静寿園はユニット型の個室であるた

め全国的にも 3対 1で入居者を見ることは難しいと言われており、2対 1以上の職

員が必要だと言われております。民間の方にお話しを聞くと静寿園の規模では基

本的には 40人ですが、10人に対して 5.5人の職員が必要ではないかと言われてお

りますので、66 人の職員がいれば対応できると考えております。それに比較する

現在の職員は 77人おりますので、11人多いのですが、ゆったりと作られている施

設のため職員の数が 5.5 人だと安全に介護をするために、事故などを考えると難

しいので、今はそれ以上の職員が必要な状況になってございます。それと大変申

し訳ないお話ですが、今まで介護施設の経営を行ってきた中で、他の施設との比

較をしていなかったため、以前から独自のやり方を繰り返してきてこともござい

まして、経営的に赤字が出た理由のひとつにもなっています。 

 

 デイサービスあざみについて、サービス需要を判断し存続を検討するというこ

とは、老朽化しているからいずれ無くなるということか。 

 

 あざみは平成 8 年に建設し、保育所と併設したデイサービスセンターとして運
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営を開始いたしまして、一般浴は普通の風呂ですが、ストレッチャーに入ったま

までしか入浴できない方のために機械浴という装置が 1 台ございます。デイサー

ビスセンターの主な目的は、レクリエーションよりもお風呂に入りたいという方

が主な目的です。機械浴は過去に一度更新をしましたが、また老朽化してきてお

りまして、あと何年もつかは怪しいところでございます。ただし、機械浴につい

ては町営施設が 3 か所ありそれぞれに設置されています。機械浴の稼働率もフル

タイムで稼働しているわけではなく、一般浴で対応が可能な方については、一般

浴で対応しているのが現状です。 

今後のあざみの運営については、デイサービスを利用される方の推移や 2025年

あたりの団塊の世代がピークに達するこの頃までの状況を見た中で、もし利用者

が減るようであればなごみ一本にして対応が可能であればあざみは廃止の方向に

進むでしょうし、現状と変わらず利用者がいる状況が続けば当然閉鎖できません。

ただし、機械浴については、大変高価な機械ですので、機械浴が必要な方はなご

みを利用していただき、あざみは一般浴で対応可能な方に利用していただき、選

択することで考えております。 

 

 あざみの方が良いと言う話も多々ある。説明があったようにあと 10年くらいで

廃止になる。できるのであればなごみ一本ではなく、何でも本町でなく、郡部の

方にも目を向けてもう少し心を広く持って利用者を守ってやりたいという気持ち

がある。 

 

 まきばは廃止となっている。現在、まきばを利用するにしても空きがないので

なかなか利用ができない。ショートステイやリハビリをしたいという人はどうし

たらよいのか。まきばで採算がとれないということですが、今後新しくなったら

ニーズに答えていただけるのか。 

 静寿園に入所したいといっても順番待ちで何を基準に決めるのか。私たちも老

人で老々介護をやっているが、入りたくても入れない、利用したくても 1 か月前

から手続きしないと利用できない等、そういうことが多々ある。まきばが無くな

ったら利用している方が短期入所を利用できるか。 

 

 まきばは、廃止しようという方向性で考えております。現在利用されている方

は、我々も一番心配しているのはデイケアの部分です。定員は 15人ですが、職員

の数が足りないため実際は 5人程度、それも毎日ではない状況でございます。我々

が一番苦労しているのはお金のことですが、介護していただける方たちが集まら

ず受け入れをしたい気持ちはありますが、安心安全な介護サービスを提供するに

は専門職の確保が必要です。他の市町村の施設も介護職員不足で難しい状況にな

っています。まきばは、入所されリハビリを受けて家に帰っていただくという施

設です。3か月程度の入所が基本になりますが、実際に 1年以上入所されている方

が数人います。そういう方は本来まきば等の施設ではなく、老人ホームや病院の

療養病床に入ることが基本です。ご指摘のとおり空きがないということが大きな

理由となっておりますので、ショートステイやデイケアの部分も強化していきま

す。それを町立静内病院などに担っていただこうと考えています。施設は無くな
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っても代替えを準備しなければ廃止できないと思っています。いろいろ検討させ

ていただきたいと考えております。 

 また、ショートステイが使えないというお話を聞きましたので、その部分は担

当にどのような状況か確認します。 

 静寿園の入所の基準は、入所判定委員会という組織があり、そこで申込者の中

から決定しています。次に入所できる可能性がある方には事前にお話しをしてい

ます。 

 

 まきばに 1 年以上入所している方がいるということだが、まきばは病院から退

院しても自宅に帰れずリハビリを行うための施設である。利用したくても空きが

ないため利用できない。ショートステイをお願いしても 1 か月前から申し込んで

ほしいと言われる。しかし、計画性のあるものであれば可能だが、すぐに利用し

たい時は無理である。もっと病院でリハビリをできるようにしてくれたら安心で

きます。私たちにとってまきばは大事な施設で。3か月で退所する方が 1年以上い

るというのは検討していただきたい。役所の仕事のやり方だ。まきばに入所した

い人が入れない。 

 

 まきばの廃止にする理由ですが、全国的に病床再編に取り組んでいます。日高

管内ではベッドの種類をあと 5 年程度でこの数にしなさいとレールが引かれてお

ります。町立静内病院は 58床ありますが、全て一般病床で急性期の病床です。三

石国保病院は一般が 20 床で、残り 22 床が療養型であり、長期間入院される方の

専用のベッドです。国では一般病床を減らして、日高圏域では半分以上減らして

回復期病棟を作りなさいとなっています。回復期病棟というのは、いわゆる現在

の老健の役割に代わるものと言われています。日高管内ではやっと浦河赤十字病

院に 10 床だけできました。当町では 4 月に静内病院に 10 床作りたいと考えてい

ます。今後は利用実態を見ながら増やしていければまきばの役目を果たして、病

院で行えるということです。それがまきばを廃止する理由です。ただし、制約が

いろいろありまして、今まで介護保険で受けられた老健のサービスが医療保険に

切り替わることで利用者の立場からすると介護保険は 1 割負担ですが、医療保険

では 3 割となり、大変な面はありますけれども、病院のベッドの種類を一般病床

から回復期病床にして老健を廃止しようという考えです。 

 

 町立病院を廃止するということが新聞に出ていた。町立病院が無くなったら町

民は困る。入院患者を引き受けるとなれば日高徳洲会病院になる。合併して大き

くなって町立病院が無くなったとなればいかがなものかと思う。私たちはすごく

不安である。何とか町立病院だけは残していただきたい。 

 

 昨年の 9 月に新聞報道された病院の件については、厚生労働省が過去 1 か月の

データで算出したもので、全国の病院を集計して稼働がなかったところを拾い上

げて発表したものです。回復期病床を作ることで国が進めています。それに従っ

て日高圏域でも計画を練っているところですが、日高圏域の計画は新聞報道とは

真逆で現在 637床のベッド数がありますが、5年後にはこれを 8床増やす計画にな
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っています。これは北海道も認定している計画でございます。厚生労働省の勇み

足で、全国の自治体から反感をかっている状況でございます。町長も報道に関し

て議会で答弁していますが、町立病院は絶対に無くさないと答弁していますので

心配ありません。 

意見交換 

自治会員Ａ 

 

坂総務部長 
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坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 坂総務部長に 4、5年前に質問した内容がわかるか。バス停は以前のままだが。 

 

 ご質問を受けたことはよく存じています。その時の回答と変わっていないので

すが、町の施設も老朽化した施設が多く、その老朽度合いや利用度を勘案して急

いでいるところから手を付けています。ご質問いただいたことを忘れていません

が、順番で実施しておりますのでいつ実施できるかということはお約束できませ

んのでご理解いただきたいと思います。 

 

 総合町民センターのはまなすホールはどの程度の利用があるのか。少ないので

あれば、あそこに大きい建物はいらないし、何でも建てれば良いというものでは

ない。 

 

 一定の財源を使って建設し、大部分が起債ですとか補助金を使って建設してお

りますので、町の直接の経費は総額の一部になります。ただし、立派な施設を建

てましたので、その施設を有効に利用していかなければならないと思っています。

地域の方も施設をより利用するために、民間の方がいろいろな催しを考えてやっ

ておりますので、是非こちらからも足を運んで、新ひだか町の施設として皆さん

に利用していただきたいと考えております。 

 

 総合町民センターの権能は、庁舎や図書館もありますが、大ホールはそんなに

稼働率が高くなるものではありません。以前文化センターがありましたけれども、

文化センターは固定型の椅子で、年間の稼働はリハーサルなどを入れても 80日く

らいでした。施設の目的が毎日使う施設と図書館のように毎日開いている施設、

権能が違うので稼働率が 100％でなかったらおかしいのではないかというのは言

い過ぎではないかと思います。 

合併時になぜ総合町民センターを建てたのかということは、三石地区は今後人口

が増えることは基本的には難しいですが、ホールを作ることによって交流人口を

増加させる。小学校や中学校の観劇などを実施し、子どもたちが行き来したり、

老人クラブの芸能大会などを合同で行うことによって、高齢者の方々も三石地区

に行き交流が深まることの交流人口の増大ということにねらいを定めて、過疎化

を少しでも防ぐことで施設を建設しました。席数は 300 席ですが、そういう目的

で建設しているので、目的をご理解いただいて、稼働率を高めるためにこんなこ

とをしたら良いのではないかというご意見を賜り進めて行かなければまちづくり

は良くなりません。ロビーが広いため、地元の方々もお茶会をやったりしていま
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す。多目的に利用できるような仕組みを模索して行くということでご理解を賜り

たいと思います。 

 

 わかりました。 

前町長時代から閉校になった学校がある。統計上で今後児童がどのくらいになる

のかわかったと思う。それなのに新しい学校を建てて、何年もしないで児童数が

少ないから廃校にする。そういうものにお金を使って、今になってそのしわ寄せ

がきていると思う。何か言えば予算がない、自治会で何か頼めば予算がない、ち

ょっと待ってくれ、やってもらえば満足なことをしていない。本当に腹立たしい

思いだ。 

 ＪＲのことが新聞に載っていたが。 

 

ＪＲのお話の前に三石庁舎のお話や小さな修繕も直してくれないし、自治会で

はそんなにお金がかかることでもないのになかなか回ってこない、そういう気持

ちがあるのは私も十分わかります。既にできてしまったもの、三石庁舎ひとつを

取っても、できたものを有効に活用するということしかないのです。我々は皆さ

んと病院の話も介護の話も別な話もいろいろありますけれども、いろいろ厳しい

ことをご相談しながら行政を回して行こうと思っている中で、過去のことを反省

することも必要ですが、このままでは大変だからみんなで頑張って少しずつ我慢

しながらでもやっていこうという思いで 2 年やっています。我々はできるものを

放っておくということはしたくないですが、少し待ってくださいという気持ちで

やっていますので、理解してほしいと思います。 

ＪＲの話は、去年 11月の町長会議で、結果的には多数決になりましたが、線路

はずっとつながっているものですから、無くした場合の利活用なども含めてバス

に転換してどう走らせようかという時も全線で考えなければならない。1つの町だ

けでは解決できない問題なので、本当はみんなで話を合わせてやろうということ

だったのですけれども、結果的に浦河町さんだけが最後まで反対されて、今はＪ

Ｒの方と具体的な協議を７町連携しながら行っています。議会の全員協議会の中

で素案のような形で町としてこんなことをＪＲに求めたいということをご説明し

て意見交換させていただきました。その中で一番先に考える必要があるのは、国

道沿いの道路にバスをどうやって走らせるか、高速で札幌や苫小牧に行くもの、

えりも町は線路がないのですが、えりも町の方も札幌の病院に午前中に行けるよ

うにできないかなどを考えながら日高管内の人たちの利便性が良くなるようなバ

スの運行計画を検討しています。ただし、これはとても難しいもので、ここに止

まってほしい、ここでも止まってほしいとなったら 1 時間半くらいでどこかに行

けるものが、2時間、3時間もかかってしまうことになるので、この便は速く行く

便、これは各駅で行く便、これは各駅よりはちょっと速い便など、3種類くらいで

いろいろなタイプを検討している最中です。まずこれを作って、ＪＲも地域に対

して地域振興の形でいろいろな手立てをしたいと言っています。金額は別ですが、

そういうお気持ちがあるので我々としてはここの駅舎を改造してこんなことをで

きないかだとか、そういうことをこれから考えたいと思います。そのため、日高

管内の各町がＪＲと協議します。それを 3 月末までにまとめていきたいというこ
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とで動いています。我々としては、議会の全員協議会の中で意見交換させていた

だいたので、それを基にしながら素案を作って、静内地区と三石地区の両地区で

説明会を実施する計画もありますので、もっと具体的になりましたらまた皆さん

に声をかけたいと思います。鉄道がもう一度走るということは恐らく無いと思い

ます。5年も経っていますし、あの線路の状況を見たらお金がかかりますし、ＪＲ

もこういう状況ですし、国や北海道がお金を出すということもないですから。そ

うなると早く便利な交通網を考えることが必要だと思っています。 

三石庁舎の話など、そういう気持ちはよくわかりますが、できたものはみんな

で盛り上げて使いましょう。介護や病院なども悪くするために改革するわけでは

ありません。何とか良くしよう、良くするためには民間の力を入れて良くできな

いか、あるいは介護と病院を一緒に見直すことによって、まきばの機能を病院の

方に取り込んでしっかりとやる。そういうことを考えています。 

 また、町立病院を無くさないでと言われていますけれども、そんな考えは一切

ありません。病院は形を変え、いろいろなことをトレードするということは必要

ですけれども、住んでいる方々にとって最後の頼りにするところです。介護のは

民間の人たちがいろいろな方法でやっており、そういうノウハウを利用した方が

もっと良いサービスができるし、もっと効率的に運営ができる可能性があるので、

介護はそちらの方向に行こうと思っているのですけれども、病院は現時点ではや

めることや今年の 4 月からこの形にするということは考えていません。皆さんか

ら意見をいただきながら、どんなことができるかということを一刻も早く詰めて

いきたいと思っていますのでご理解ください。 

 

 町長は、議員定数についてどう考えているか。多いのではないかと思う。 

 

 私の立場で発言するものではないのですが、20人から 16人になりました。将来

的には人口減少が進む中で議員の定数がどうあるべきか議会の中で自ら検討され

るべきだと思います。10人が良いのか、20人が良いのか、ルールに基づく答えは

ないと思います。少なければお金がかからないことなどがあるかもしれませんが、

少ない人数で町のことを議論することも片手落ちなことなので、ある一定の水準

は必要だと思います。議会の中では常日頃から議論されていますし、これからも

議員の皆さんの中で議論されるだろうと思います。 

 

 昨年 12月に真歌公園の改修が終わって使用できるようになったが、屋根や柱が

無くなり町が全て見えて良くなった。その反面、屋根が無くなったために鳥が直

接フロアに降りてきて糞をして滑ったり床が早く腐るという問題が出てくると思

う。 

また、これまでは屋根の上にＮＨＫの定点カメラがあり、月に数回カメラを通し

て天候やメッセージの発信があった。もう一度屋根を付けて定点カメラを設置す

ることはできないのか。町の状況が発信できるし、災害時も様子がわかる。前面

に柱を設けず、中央に柱を設けて屋根を付けることはできないか。 

 先日、新聞に例年ワシが 60羽のところ 130羽来ているという報道があった。私

は毎日行くが、札幌ナンバーの車がカメラを持ってたくさん来ている。 
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 詳しい状況はわかりませんが、おっしゃることはわかりましたので調べてみま

す。公園の改修時に重さなどの制限がありまして工法を検討し、できる限りの形

にしました。そこに重いものを載せることはできないと思います。 

 定点カメラが付いていたのかわかりませんが、できるようならどこか見れると

ころがあればと思いますので調べてみます。 

 

 スクールバスについて、昨年から運転手のことで苦情が入っていると思うが、

いまだにその運転手がスクールバスを運転している。 

 

 東静内地区から苦情のお話があったことは承知しています。担当課長からその

ようなことが無いようにすぐに注意をしたことは聞いています。そういう状況が

続いているようなので、再度厳重に指導します。 

 

 子どもが怪我をしてからでは遅いので、早急に解決してほしい。 

 日高自動車道について、静内地区は神森付近にインターチェンジができると聞

いているが、その先は何か進展があるのか。 

 

 日高自動車道は、室蘭開発建設部で対応しております。静内インターチェンジ

は静内市街地の静内第三中学校の手前当たりにできると情報はいただいていま

す。昨年末に開発の職員がみえられて、これから浦河方面に向けて基礎調査を行

う段階とのことで、どこにインターチェンジを設けるなどの詳細は全くわかりま

せん。浦河方面に向けて各地域で情報を得て行くということを伺いました。 

 

 要望だが、この地域は海岸沿いで裏山が急で人は登れない。車も上っていくと

ころがほとんどない。できればこの沢で高速道路に避難できるように車の乗り入

れだけでもできるようにしてほしい。 

 

 恐らくかなり難しいことだと思います。静内地区にできて、次は三石地区にで

きるのではないかと思います。ただし、逃げる場所について、高規格道路とは別

に整理しなければならないと思います。高規格道路は静内浦河間で以前から要望

していますが、全てを一度に要望しても予算がつかないため、一度三石地区当た

りで区切って要望に動いています。三石地区までの間は、計画として本当に載せ

て良いのかということを国で検討しています。検討に入るということは、間違い

なく三石地区まで延長するので、これから数年後に具体的な計画となって出てき

ます。避難の考え方としては、津波がきた時に上れるようにしてほしい、迂回で

きるようにしてほしいというのは、何らかの形により高規格道路以外でできない

のか考える必要があると思います。 

 

 昨年 7 月頃に町から要望事項の照会があり、連合自治会を通して提出したが、

いまだに返事がない。どのようになっているか。 

 旧静内第二中学校が避難所になっているが、夜間は鍵がかかっているが、どの
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ように開錠できるのか。 

 

 自治会で要望を取りまとめていただいて提出いただいております。例年 5 月の

自治会長会議において各自治会に回答書を配付しているので、もう少しお待ちい

ただきたいと思います。 

 

 昨年のまちづくり懇談会の中でも同じ内容のご質問をいただきました。旧静内

第二中学校は鹿美健という業者に貸与しています。貸与期間は 3 年で来年までと

なっていますが現在も避難所に指定しています。避難所は町内に多数ありますが、

災害時にそれを全て解放するということではありません。津波の時には、海岸線

よりもより高く、より遠くに避難してほしいと思います。東日本大震災では、車

で避難されて津波に飲み込まれた方が多くいます。そこで静内市街地は徒歩で避

難してくださいと説明しています。東静内地区は、一旦は、川合、西川に行く道

道を使って車で避難していただく方法もあると思います。津波にもいろいろな種

類がありますが、想定しているのは地震が発生してから津波が到達するまでに 30

分の時間があります。この時間を有効に活用していただき、情報をすぐ得て行動

に出ていただく。数年前に神社に階段があるので利用してくださいと言ったら、

高齢者は上がれないと言われました。足腰が弱い方もおられますので、近所の方

と一緒に逃げていただきたい。 

 大雨時には、気象庁から役場に情報が入り、雨量や土砂災害についても危険地

帯が確認できるので、状況をみて避難所を設けます。昨年雨が強く降った際に職

員が浅野さんと連絡を取り合いながら現地を確認して相談させていただきまし

た。そのような状況で避難所を開設します。旧静内第二中学校を解放する場合は、

必ず職員がついて解放します。防災無線や携帯電話の緊急速報メールでお知らせ

します。 

 また、数年前に東静内地区で防災訓練を実施した際に、防災無線が聞こえづら

いという苦情があり、令和 4 年までにアナログ式からデジタル式に変更しなけれ

ばなりません。できれば令和 2、3年度で防災無線を整備したいと考えています。

防災無線はトランペットスピーカーで放送するもののほか、今までにない機能と

して登録をしていただくと防災無線で流れた内容が携帯電話に流れる仕組みにな

っています。携帯電話を持っていない方は、電話番号を事前に設定して災害時に

電話していただくと防災無線と同じ内容が流れる機能があります。 

 防災については、初期の行動や町は情報を住民の皆さんに早く伝えられるかと

いうことが大切だと思いますので、地域の皆さんもご協力をお願いします。 

 

 気が動転している時に電話をかけることはできない。防災無線がきちんと聞き

取れるようにしてほしい。それより早く高いところへ逃げた方が良い。 

 

 津波の時はどれだけ早く行動できるかが第一になります。東静内連合自治会に

は自主防災組織が設置されておりますので、地域の中でも話し合いをしていただ

きたいと思います。 

 また、町では全体の津波避難計画を作成しております。各自治会でもどのよう
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な経路で津波浸水区域以外に逃げるかを作っている自治会があります。そのよう

なお話があれば職員が説明に伺います。 

 

旧静内第二中学校を避難所にする場合に職員が来て開けると言っていたが、橋

が決壊したなどの場合はどのようになるか。 

 

 土砂災害の危険がある場合は、町で河川の水位がどうなっているか見ることが

できます。また、気象庁とダイレクトに情報を入手できるルートがありますので、

状況を勘案しながら、そうなる前に行動させていただきたいと思います。 

 

 スクールバスの件でお願いだが、1年前に要望していた船入澗入口というバス停

の件で、登校時は国道の海側で 6、7人が乗車しているが、下校時は山側になるの

で横断歩道を渡らなければならない。以前の要望は叶わなかったということだが、

雪深い時に１年生はつなぎを着ているため、深い帽子をかぶっていて右も左も見

えていない状況である。春立方面から来たらカーブになっているため、通学路の

標識を建てるなど再度検討をお願いしたい。できれば、東静内駐在所から海側に

右折して市場で子どもたちを降ろすのが良いと思う。来年以降も児童の人数が増

える予定で、親御さんで毎日立ってくれる人もいる。 

 

 下校時にバスを降りて横断歩道を渡るので、スクールバスを安全な場所に停車

してほしいということですね。それが可能か不可能か、できない理由は何かとい

うことをもう一度確認しますので時間をいただきたいと思います。 

 

 国道沿いは光回線が入っているが、奥へは今のところ予定がない。携帯電話の

電波も 4Ｇですら受信しづらい環境で、若い人を雇用することや後継者などは光回

線やワイファイに慣れている。また、新規就農者を呼ぶためにはとても不便な環

境にあり、農業もＩＣＴを活用する時代になっていきている。5Ｇが出てきても電

波は悪いらしく、ますます環境が悪くなる。何か良いアイデアはないか。人を呼

び込むためにはインフラ整備も必要だと思う。 

 

 地域の方からはいろいろお話を伺っています。静内地区には大きな沢が 3 本と

三石地区には 2本あり、光回線はＮＴＴが所有するため毎年要望を上げています。

要望だけではなく、可能性を探るために地図や貼付戸数のほか、昨年暮れから今

年の初めにかけて豊畑、川合、西川、東別、西端地区方面にアンケート調査を実

施し、それを基に地域として光回線を必要としている要望事項もまとめて提出し

ております。 

 また、少しずつではありますが、西端地区から街の方に電波エリアが拡大して

います。光回線を実施するためには、電波塔やケーブルにつながる一つの回線の

契約者数が最低でも 50人から 100人必要です。地域ごとに 100世帯以上の方が住

んでいても、そのうち 6 割から 8 割程度の方からつなぐ意思がなければ、ＮＴＴ

も採算が取れないことになります。今回の事前アンケートも多いところで 40％で

した。契約件数が少ないと経営が成り立たないので難しい状況です。今後、光回
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線を職場の中で使うことができれば働く方も増えると思います。現時点では契約

を予定する方が少ないので難しい状況です。今後もＮＴＴに情報提供しながら要

望していきます。 

 

 新冠町では 2 年かけて光回線を通す予定です。ＮＴＴが費用を全部出すのでは

なく、国の補助金を利用して町でも 12億円前後の費用を負担して実施します。当

町で実施すると 20億円以上の費用がかかり、その費用は借金になります。12月に

アンケート調査を実施して希望をまとめました。これから要望に行きますが、だ

めだった場合は我々が真剣に考えなければならない。町が 20億円以上の費用を負

担して全域で光回線になるかというと財政的に無理です。農業のＩＣＴや新規就

農などを考慮して地域の優先順位を付けながら将来的に進めていくことになると

思います。必要性は理解しています。昨年のまちづくり懇談会で小学生の女の子

に手紙をもらい、塾の勉強をインターネットでできる仕組みがあるが十分にでき

ない。塾に通える範囲であれば良いが、インターネットでやるしかないからお願

いしますと書いてありましたが、それに答えられていない。いずれにしても努力

したいと思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 ありがとうございました。いろいろなご意見をいただきまして、皆さんの要望

に応えるような町政ができていないと思っていますが、今しばらくお待ちいただ

いて改革を進めながら少しずつ着実に町政を進めてまいりたいと思います。 

 特に病院や介護施設については、今よりも良いものを作るために頑張ります。

決して明日から病院や介護施設がどうなるということではございません。皆さん

のご意見を聞きながら、赤字があるため一刻も早く解消して、その予算を他の事

業に向けるなど改善しながらやっていきたいと思いますので今後ともご協力を賜

りたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

閉  会 20:43  終了 

 


